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This study investigates contemporary developments in research on international joint ventures (IJVs) through a 

bibliographic coupling approach. A dataset of 187 articles published up to December 2021 was retrieved from the Web 

of Science, refined through screening, and analyzed using VOSviewer. The findings reveal four principal thematic 

clusters: (1) performance, (2) knowledge transfer and learning, (3) relationships, and (4) conflict mitigation and 

resolution. Temporal patterns indicate an evolution of scholarly attention from performance-oriented inquiries toward 

learning processes and interorganizational relationship management. Despite substantial progress, extant studies 

remain predominantly organization- or dyad-centric and often treat the “international” dimension at a macro level. This 

review identifies a critical research gap at the nexus of international context and micro-level factors. We argue that 

cultural intelligence (CQ) provides a theoretically robust lens for examining how individual capabilities facilitate 

knowledge transfer, trust formation, and conflict mitigation in IJVs, and we propose this as a promising avenue for 

future inquiry. 
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Ⅰ はじめに 

国際合弁企業(IJV: International Joint Venture)は、多国籍企業にとって魅力的な戦略的選択肢として注目を集

めており(Roy & Oliver, 2009)，IJVの研究は 1980年代後半頃から行われ始め、研究の蓄積がある。関ら(2023)

は IJVの先行研究について共引用分析を実施し、2008年頃までの傾向を把握できている。しかしながら、共

引用分析が被引用の傾向に焦点を当てていることから、新しい文献が反映されない結果となっており、限界

がある。そこで、本研究では、比較的新しい先行研究も分析の範疇に入れることが可能な書誌結合分析を新

たに実施し、同領域における 2008年以降の傾向を把握することを試みる。それに加えて、同領域で研究が不

十分な点の特定も併せて試みる。これにより、同領域における今後の研究の方向性を示すことが可能となる

と言えることから、本研究は学術的な意義を有するものであると考える。 
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Ⅱ 分析手法 

本研究では IJV の文献データを用いてシステマティック・レビューを行う。まず、2022 年 1 月に Web of 

Scienceを使用して、IJVに関する文献データを収集した。その際、キーワードを“international joint venture”、

期間を 2021 年 12 月 31 日まで、タイプを“Article”、分野を“Business and Management”として検索を行っ

た。その結果、183本がヒットした。そして、これらの抄録を含む書誌情報を Excelとテキスト形式でそれぞ

れダウンロードした。 

次に、抽出された 183 本の論文が IJV に関連したものであるかどうかを、筆者らが各論文の抄録を読んで

確認した。さらに、メタ分析やシステマティック・レビューを行っている論文は、複数の分野にまたがって

分析されるため、書誌分析がうまくいかない可能性がある。こうした点を鑑みながら、論文の取捨選択を実

施した。その結果、IJV と関連しない論文とメタ分析等の論文 8 本を確認し、これらを除外して 175 本の論

文を分析対象とすることにした。 

また、Web of Scienceで IJV 関連の重要な論文が抜けてしまっている可能性を考慮して、HistCite で被引用

回数を調べ、上位のものを追加することにした。その結果、新たに 12 本を追加することにした。したがっ

て、本分析で用いるデータは 187本となった。 

 本研究で用いるVOSviewer にデータをインポートするために、当初のテキストファイルに対して修正を加

え、187 本の書誌情報が含まれるテキストファイルを作成した。その際、テキストファイルの引用文献情報

には、「Anonymous」や「No title captured」の箇所が複数あり、正しく分析できない可能性があった。そこで、

論文の PDFファイルを確認しながら、引用文献を手動でテキストファイルに入力した。 

 このファイルをVOSviewer にインポートして、書誌結合分析を行った。これは、複数の論文間で共通のテ

ーマを抽出するための手法である。2 つの論文が参考文献リストで共通の文献・論文を引用している場合に

は書誌的な結びつきがあると判断され、そして、共通する文献が多ければ多いほどその結びつきは強くなる

(Kessler, 1963; Abdullah & Khan, 2021)。また、分析の際には、分析の種類である Type of Analysis を Bibliographic 

Coupling、分析単位であるUnit of AnalysisをDocuments、カウント方式であるCounting MethodをFull counting、

最低引用数であるMinimum number of citations of a document を 5と、それぞれ設定した。 

 

Ⅲ 結果 

１ 分析結果 

VOSviewer にて書誌結合分析を行った結果、図表 1 が得られた 1。クラスター1 から 4 までが、順に赤、

緑、青、黄色で示されている。図表 1では各クラスターに属する論文の判別が困難であるため、図表 2に整

理してまとめた。その結果、クラスター1から 4は、順に 56本、43本、27本、23本で構成されることが確

認された。図表 3は、研究活動の強度を示した密度のマップであり、明るい箇所に研究が集中していること

を示している。図表 3 では、クラスター1 における Kogut & Singh (1988)、Hamel (1991)、Inkpen & Beamish 

(1997)、クラスター2におけるDhanaraj et al. (2004)、Lane et al. (2001)、Lyles & Salk (1996)、クラスター3にお

けるArino & de la Torre (1998)の明度が高い。これらの論文は Journal of International Business Studies や Strategic 

Management Journal といった主要な国際ジャーナルに掲載されており、その結果として高い閲覧数や被引用

回数を獲得していると考えられる。したがって，これらは同領域の基盤を形成する重要な知見を提示してい

る論文であると考えられる。 

本研究では、図表 2における論文をレビューの検討対象とする。しかしながら、Geringer & Frayne (1993)と

Gerwin & Meiser (2002)の論文のみが入手できなかった。したがって、これを除外した 147本を検討対象とし
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た。具体的には筆者らが分担して 147本を読み、その内容に関するメモを作成した。その内容などを鑑みな

がら、各クラスターのラベルを検討した。 

 他方、内容の検討に入る前に、刊行年の違いに注目した。各クラスターにおける論文の刊行年の平均値を

求めたところ、クラスター1 から順に、2000.8、2010.2、2010.1、2012.6 となった。また、標準偏差は、7.7、

5.5、6.6、5.0 となった。平均値に違いがありそうなことから、分散分析と多重比較を行った。分散分析の結

果、クラスター間において 1%水準で有意差が確認された。さらに、多重比較の結果、クラスター1とクラス

ター2、3、4との間において、それぞれ 1%水準で有意差が確認された。つまり、クラスター1が伝統的な研

究群であると言える。 

図表１ ネットワーク図 

 

注：筆者作成 
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図表２ 各クラスターの論文 

 

注：筆者作成 

 

図表３ 各論文の密度 

 

 

 

クラスター3 (27本) クラスター4 (23本)

Abu Bakar et al. (2014) Li & Parboteeah (2015) Acquaah (2009) Park et al. (2017) Arino & de la Torre (1998) Adnan et al.(2011)

Barkema & Vermeulen(1997) Li et al. (1999) Alcantara & Hoshino (2012) Park et al. (2012) Arino & Ring (2010) Ali & Khalid (2017)

Beamish(1987) Li et al. (2013) Choi & Beamish (2013) Park & Harris (2014) Boersma et al. (2003) Ali & Larimo (2016)

Brouthers & Bamossy (1997) Lin & Germain (1998) Dhanaraj et al. (2004) Shu et al. (2017) Buckley & Casson (1996) Currall & Inkpen (2002)

Buck et al. (2010) Lin & Germain (1999) Dutta & Beamish (2013) Steensma & Lyles (2000) Carnovale et al. (2016) Ertug et al. (2013)

Choi & Beamish (2004) Low et al. (2020) Elango & Chen (2012) Suder et al. (2017) Drouin et al. (2009) Gong et al. (2007)

Damanpour et al. (2012) Lu & Hebert (2005) Evangelista & Hau (2009) Tsang (2002) Gerwin & Meister (2002) Idris & Tey (2011)

Dhanaraj & Beamish (2009) Lyles & Reger (1993) Fang & Zou (2009) Tsang (2016) Huang et al. (2020) Iriyama et al. (2014)

Geringer & Hebert (1989) Ma et al. (2015) Griffith et al. (2001) Tsang et al. (2004) Kim & Kim (2018) Khalid & Ali (2017)

Geringer & Hebert (1991) Makino & Beamish (1998) Hau & Evangelista (2007) Wang et al. (2020) Kwok et al. (2019) Kwon (2008)

Geringer & Frayne (1990) Merchant & Schendel (2000) Huang & Chiu (2014) Yao et al. (2013) Lin & Wang (2008) Larimo & Le Nguyen (2015)

Geringer & Frayne (1993) Mesak & Mayyasi (1995) Huang (2010) Zhan & Luo (2008) Mahmood & Zheng (2009) Liu et al. (2020)

Gong et al. (2001) Meschi (1997) Ichijo & Kohlbacher (2008) Zhang et al. (2018) Mainela (2007) Lu & Beamish (2006)

Gong et al.(2005) Meschi & Ricclo (2008) Iriyama & Madhavan (2014) Zhang et al. (2007) Mainela & Puhakka (2008) Luo (2009a)

Hamel (1991) Nakamura (2005) Jin et al. (2016) Zhao et al. (2005) Meschi & Wassmer (2013) Luo (2009b)

Hearn (2015) Pan (1997) Khan et al. (2015) Ng et al. (2007) Nemeth & Nippa (2013)

Hennart (1988) Pangarkar & Klein (2004) Lane et al. (2001) Nguyen et al. (2019) Nguyen et al. (2016)

Hyder & Ghauri (2000) Pothukuchi et al. (2002) Lee et al. (2011) Pajunen & Fang (2013) Owens et al. (2018)

Inkpen & Beamish (1997) Reuer (2000) Li et al. (2009) Pavlovich et al. (2016) Robson et al. (2006)

Johnson et al. (2001) Reuer & Miller (1997) Lyles & Salk (1996) Rana & Elo (2017) Steensma et al. (2008)

Johnson et al. (2002) Salk & Brannen (2000) Meschi (2009) Shi et al. (2012) Tower et al. (2019)

Jung et al. (2008) Salk & Shenkar (2001) Minbaeva et al. (2018) Storli & Brecaint (2009) Westman & Thorgren (2016)

Kabst (2004) Si & Hitt (2004) Nam (2011) Sun & Lee (2013) Wong et al. (2018)

Katz et al. (1996) Simon & Davies (1996) Pak et al. (2015) Welch et al. (2008)

Kogut & Singh (1988) Tsang (2005) Pak et al. (2009) Yan et al. (2007)

Kogut (1988) Yan and Gray (1994) Palmer (2006) Yeniyurt & Carnovale (2017)

Lee (2001) Yan & Zeng (1999) Park (2010) Zhang & Goffin (1999)

Lee et al. (2003) Zeira et al. (2004) Park et al. (2009)

クラスター2 (43本)クラスター1 (56本)
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２ クラスターの検討 

 各クラスターに含まれる論文の内容を踏まえて、クラスターをみることにする。クラスター1 は、存続や

満足度を含むパフォーマンスについてのものであるとみられる。IJV は完全子会社より不安定な形態である

にもかかわらず、海外進出の方法として IJV が選択されており、この点が学術的問いとなっていた。したが

って、クラスター1 では IJV の存続やパフォーマンスに影響する要因について検討されている(Beamish & 

Banks, 1987; Inkpen & Beamish, 1997; Yan & Zeng, 1999)。たとえば、Mesak & Mayyasi (1995)は、短期的に拡大

する市場では IJVが望ましいパフォーマンスを生み出すことを指摘している。Damanpour et al. (2012)は、パ

ートナー間の相互作用は IJV に対する満足度を高めることを示している。その他に、政治的・社会的寛容さ、

資産特殊性及び海外パートナー出資比率の高さ、IJV事業と他の事業活動のリンクが、IJVの存続に影響する

ことや(Dhanaraj & Beamish, 2009; Hyder & Ghauri, 2000; Lu & Hebert, 2005)、IJVの人的資源、IJVと親会社間

の人的資源、IJVの起業家的経営者、IJV以前にパートナーとの関係がない場合の海外パートナーのコントロ

ールは、IJV のパフォーマンスや成長を左右することが示されている(Gong et al., 2005; Lyles & Reger, 1993; 

Pangarkar, 2004)。 

また、IJVを検討する際の視座として、取引費用や戦略、学習など(Hennart, 1988; Kogut, 1988)が提示されて

おり、様々な視座から IJV のパフォーマンスに与える影響が検討されている。たとえば、IJV のパフォーマ

ンスの尺度や所有比率、コントロール構造などの違いによる IJV パフォーマンスといった基本的な検討に加

えて(Choi & Beamish, 2004; Geringer & Hebert, 1991; Inkpen & Beamish, 1997; Makino & Beamish, 1998)、LMXな

どの視座から IJV 内のチームにおけるパフォーマンスに関する検討(Abu Bakar et al., 2014; Salk & Brannen, 

2000)がなされている。また、株主価値、収益性、キャッシュフローなどの金銭的なパフォーマンスに注目す

る研究も行われている(Katz et al., 1996; Merchant & Schendel, 2000; Reuer, 2000; Reuer & Miller, 1997)。 

さらに、コントロールの側面から IJV を検討するものが多く存在し(Geringer & Frayne, 1990; Geringer & 

Hebert, 1989; Johnson et al., 2001; Kabst, 2004; Li et al., 2013)、コントロールと IJVのパフォーマンスの関係を検

討するものもある(Yan & Gray, 1994)。また、トップマネジメントに注目する研究もあり(Gong et al., 2001; 

Johnson et al., 2002; Zeira et al., 2004)、トップマネジメントのリーダーシップと効率性の関係を検討している

ものもある(Li et al., 1999)。その他に、ガバナンス構造にも着目している研究が存在し(Hearn, 2015)、これが

パフォーマンスに与える影響も検討されている(Lee et al., 2003)。IJV の所有構造に着目している研究では

(Tsang, 2005)、こうした構造とパフォーマンスの関係についても検討されている(Jung et al., 2008)。 

 また、IJVと文化に関する研究が多く含まれている(Buck et al., 2010; Kogut & Singh, 1988; Li & Parboteeah, 

2015)。パフォーマンスとの関係でいえば、国民文化や組織文化の違いが IJVの存続やパフォーマンスに主に

負の影響を与えることが示されている(Barkema & Vermeulen, 1997; Meschi, 1997; Meschi & Riccio, 2008; 

Pothukuchi et al., 2002)。Lin & Germain (1998)は、文化的類似性は、コンフリクト解決戦略を媒介してパフォー

マンスに正の影響を及ぼすことを実証している。 

 このように、IJV 研究では IJV の様々な要素とパフォーマンスとの関係が主たる論点の 1 つであることが

うかがえる。しかしながら、クラスター1 には、パフォーマンスに主眼が置かれていない論文も含まれてい

る。具体的には、パートナーからの学習(Hamel, 1991; Simon & Davies, 1996)、パートナーとの相互作用(Lin & 

Germain, 1999)、パートナー選択や IJV形成(Pan, 1997; Brouthers & Bamossy, 1997)、IJVにおけるアイデンティ

ティの影響(Salk & Shenkar, 2001)、パートナー間でのコンフリクトや交渉力(Lee, 2001; Nakamura, 2005)、制度

的側面と IJVのイノベーションの関係(Ma et al., 2015)、IJVと製品やサービス等のイメージの関係(Si & Hitt, 

2004)といったものがある。なお、Low et al. (2020)では途上国の建設業者は国際的な競争力が欠けているため

IJV のような提携が重要となることが述べられている程度であり、これは IJV と関連の薄い研究であると言

える。 
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クラスター2は、知識移転・学習についてのものであるとみられる。知識移転は、IJV にとって様々な側面

において重要となる。現地パートナーの現地知識と海外パートナーの技術知識が IJV のパフォーマンスに正

の影響をもたらすことや(Choi & Beamish, 2013)、IJVに対して知識が移転されるほど、IJVのパフォーマンス

が改善することやパートナーの IJVへのコミットメントが増大すること(Griffith et al., 2001; Lee et al., 2011; Pak 

et al., 2009; Park et al., 2012)が示されている。パフォーマンスを左右するという点から、知識移転は IJV研究

の重要な視座なのである。 

そして、こうした知識移転を促進する要因についても検討されている。たとえば、海外パートナーの IJV

に対するコミットメント、拡散能力、支援、親会社と IJVの相互作用、IJVとサプライヤー間の社会化が、知

識移転を促進することが実証されている(Huang, 2010; Khan et al., 2015; Minbaeva et al., 2018; Tsang, 2002; Tsang 

et al., 2004; Park et al., 2009; Park, 2010; Park et al., 2012)。さらには、海外と現地のマーケティング担当者のチー

ムワークが高いと IJVにおける形式知と暗黙知の獲得を促進することや(Evangelista & Hau, 2009)、海外パー

トナーからの暗黙知の移転が IJV における形式知の移転に正の影響を与えることも確認されている(Dhanaraj 

et al., 2004)。 

その一方で、知識移転の阻害要因に関する議論もなされており、文化的距離、コンフリクトの激しさ・頻

度は、IJVの暗黙知獲得を妨げることが確認されている(Evangelista & Hau, 2009; Tsang et al., 2004; Pak et al., 

2009)。また、海外パートナーと現地パートナーのネットワークは、IJVへの知識移転を促進する一方で、阻

害要因ともなり得ることが示されている(Zhao et al., 2005)。加えて親会社から IJVへの知識移転だけでなく、

IJV から親会社への知識移転にも注目されている。たとえば、IJVで新しく創造された知識は親会社に移転さ

れることや(Pak et al., 2015)、IJV が国内事業と密接な場合には国内事業の学習が促進されることが確認され

ている(Palmer, 2006)。その他に、このクラスターには、知識移転と関連する海外派遣者・帰任者(Dutta & 

Beamish, 2013; Ichijo & Kohlbacher, 2008)、組織慣行の変化(Tsang, 2016)に焦点を当てた研究も含まれる。 

 IJVの学習能力が親会社からの知識獲得や知識移転を促進するように(Hau & Evangelista, 2007; Lyles & Salk, 

1996)、学習は知識移転とも関連が強い。実際、このクラスターを構成する論文には学習について検討するも

のが含まれる。たとえば、IJV における学習プロセスの検討のみならず(Park & Harris, 2014)、IJVによる学習

がその存続や革新性に正の影響を与える(Steensma & Lyles, 2000)。さらに、アライアンス・パートナー間での

技術的な格差がある場合には受動的な学習が促進されうること(Nam, 2011)や信頼と海外親会社からのマネジ

メントサポートが、学習ではなく、IJVのパフォーマンスと関係があることが示唆されている(Lane et al., 2001)。 

また、イノベーションの側面と学習についての研究がいくつかあり、IJV による学習が革新性を促進するこ

とが示されている(Park et al., 2017)。その他に、R&Dに関する IJVにおけるリスク、学習、オーナーシップの

決定の間での交互作用についての検討や(Elango & Chen, 2012)、マーケティングとR&Dマネジメントにおけ

る親会社の学習の程度が、親会社が求めるコントロールの程度と正の関係にあることの検証(Huang & Chiu, 

2014)が行われている。他方、R&Dに関する論文はその他にもあり、IJVのパフォーマンスと研究開発集約度

の関係(Zhang et al., 2007)、IJV パートナーの依存度と IJVの新製品パフォーマンスの関係(Jin et al., 2016)が挙

げられる。 

こうしたイノベーションは、知識の獲得と統合といった知識移転と関連すると言える(Wang et al., 2020)。

知識移転は知識吸収能力の構成要素として捉えることができ(Yao et al., 2013)、この知識吸収能力に注目した

ものもある。たとえば、IJVの吸収能力が、パートナーと IJV間での知識移転を間接的に強めることや(Zhang 

et al., 2018)、企業の吸収能力が積極的な組織学習を促進することが検討されている(Suder et al., 2017)。 

このように、クラスター2が示すように、IJV研究では、パートナーと IJV間での知識移転や IJVの学習に

も焦点が当てられてきた。しかしながら、クラスター1 と同様に、知識移転・学習に主眼が置かれていない

論文も含まれている。たとえば、パフォーマンスに関するものがあり、IJV のパフォーマンスと競争優位性
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に対するマーケティング・ケイパビリティの影響(Fang & Zou, 2009)、進出先国での経験と IJVのパフォーマ

ンスの関係(Alcantara & Hoshino, 2012)、IJVの競争戦略的選択とそのパフォーマンスへの影響(Acquaah, 2009)、

ケイパビリティ活用・高度化と IJV パフォーマンスの関係に対する環境ダイナミズムとパートナー間協力の

影響(Zhan & Luo, 2008)に関する研究が含まれている。その他には、海外パートナーの所有と IJVの生産性の

間の逆U字型の関係(Li et al., 2009)、パートナーの過去の経験と IJVの所有構造の関係(Iriyama & Madhavan, 

2014)、アジア新興国における政府の腐敗と外国企業の存続との関係(Meschi, P., 2009)、IJVの特性と環境要因

の競争と協調(coopetition)の有効性に対する影響(Shu et al., 2017)に関する研究が含まれている。 

クラスター3は、IJVのパートナー間での関係性についてのものであるとみられる。このクラスターを構成

する論文においては、たとえば、パートナー間での情報交換や相互コミットメント、信頼は IJV の満足度や

パフォーマンスを向上させることや(Kwok et al., 2019; Lin & Wang, 2008; Ng et al., 2007)、IJV設立初期におい

ては契約を守るといった信頼が重要であり、信頼関係構築に関する問題が早期に提起されると IJV のパフォ

ーマンスが向上することが指摘されている(Boersma et al., 2003; Drouin et al., 2009)。IJV 設立の契約交渉の時

点においても、信頼関係や公平性といった点は重要であり(Arino & Ring, 2010)、パートナーの評価により行

動を修正することが確認されている(Arino & de la Torre, 1998)。 

その他には、国際的な移民起業家が IJV の主要メンバーとして関与すると IJV が成功しやすいことを提言

している(Rana & Elo, 2017)。また、パートナー間でのコミュニケーションが少ない場合には IJVの関係にお

ける対立行動パターンが固定化されることや(Pajunen & Fang, 2013)、IJVにおけるパートナー間の交流は、サ

プライチェーンにおける垂直方向での協力を発展させるために、文化の違いの理解・活用機会を提供するこ

と(Huang et al., 2020)が示されている。他方、企業経営の垂直的統合が IJVのパフォーマンスを向上させるこ

とも確認されている。このように、パートナー間での関係性に関する議論がなされているのである。その一

方で、顧客や株主、政治家などとの関係性構築の個人レベルでの活動により IJV が発展することが示されて

おり(Mainela, 2007; Mainela & Puhakka, 2008)、パートナー以外との関係の重要性も示唆されている。 

また、クラスター3 においては、こうした関係をネットワークの側面から検討する論文も含まれる。たと

えば、現地パートナーのネットワークにおけるネットワークステータスと構造的空隙は IJV 生存率を高める

ことや(Kim & Kim, 2018)、パートナー及び自社のグローバルなネットワーク構造が IJV 形成を促進(Yeniyurt 

& Carnovale, 2017)することが示されている。また、IJV ポートフォリオにおける構造的空隙はイノベーショ

ンを増加させる一方で、ネットワーク中心性に近い時にはイノベーションを減少させること(Sun & Lee, 2013)、

サプライヤー企業のネットワークの仲介性、到達中心性、遠隔性が高いほど、新たな製造 JV が設立される

可能性が高くなること(Carnovale et al., 2016)、企業グループ内のネットワーク密度が高いと IJVの革新的便益

が高まることも(Mahmood & Zheng, 2009)、確認されている。その他に、ネットワークと制度的側面が IJVパ

ートナーの選択に与える影響や(Shi et al., 2012)、密に結びついたネットワークが、IJVの長寿を保証する潜在

的な現地パートナーに関する信頼できる情報という便益を提供し、アライアンス・ネットワークにおける中

心的なポジションが IJVの失敗を減少させることが示されている(Meschi & Wassmer, 2013)。 

こうしたことから、関係性やネットワークといった側面が IJV 研究では注目されていることがクラスター

3 から示される。しかしながら、先のクラスターと同様に、関係性に主眼が置かれていない論文も含まれて

いる。たとえば、IJVの発展プロセス(Storli & Brégaint, 2009)、親会社のコントロール戦略と IJVにおけるイ

ノベーションの関係(Nguyen et al., 2019)、IJVにおける企業不祥事とその影響(Pavlovich et al., 2016)、IJVにお

けるオペレーションズマネジメント(Zhang & Goffin, 1999)、JV、ライセンシング、買収の間における戦略的

選択(Buckley & Casson, 1996)について検討されている。なお、Welch et al. (2008)は JV研究で人的資源管理に

ついて検討されている旨の記載があるのみで、IJVとは関連がないとみられる。 

 クラスター4は、コンフリクトの軽減及び調整についてのものである。IJVにおいては、パートナー間での
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コンフリクトがしばしば問題となる。この問題を解決するためのスタイルとして、Nguyenら(2016)は、関係

者全員のニーズを満たすことを目指す問題解決型戦略、関係者がある程度譲歩して両者にとって共通の解決

策を目指す妥協型戦略、意思決定を支配することを目指す強制型戦略、しばしば書面による契約の使用を通

じて紛争を解決する合法的戦略の4つを挙げている。こうした IJVにおけるコンフリクトの解決スタイルは、

IJV の所有構造や国民文化により異なることが確認されている(Liu et al., 2020; Nguyen et al., 2016; Wong et al., 

2018)。また、こうしたコンフリクトを軽減し、IJVを安定させる要因として、分配の公正や手続き的正当性

が確認されている(Luo, 2009a, 2009b)。さらに、所有率が対等な共有型 IJVでは、業務と意思決定の高度な調

整が必要となるため、パートナー間での密接な協力が促進されることが示されている(Owens et al., 2018)。こ

れを踏まえると、所有構造がコンフリクトの軽減に寄与していると推察される。 

また、コンフリクトの軽減や調整について検討する際には、パートナー間の信頼も IJV においては重要で

ある。パートナー間での信頼は、機会主義を軽減することや IJV のパフォーマンスに正の影響を与えること

が指摘されている(Adnan et al., 2011; Ali & Khalid, 2017; Ali & Larimo, 2016; Kwon, 2008; Larimo & Le Nguyen, 

2015)。反対に、IJVのパートナーとの関係性に対する不安定性を抱いている場合にはパフォーマンスが低下

することが示されている(Robson et al., 2006)。また、IJV においてマイノリティパートナーになる場合には、

マジョリティ出資者の暴走が信頼関係の悪化につながることがあることから、注意が必要である(Westman & 

Thorgren, 2016)。 

さらに、信頼形成に対して、社会的先行要因（パートナーとの過去の提携経験、パートナーの文化的感受

性と評判、パートナー間のコミュニケーション、IJVの期待される寿命）と構造的先行要因(相互依存、所有

権シェア、資源補完性)が関連することが確認されている(Khalid & Ali, 2017)。それに加えて、パートナーの

拠点国に対する信頼はパートナーに対する信頼に正の影響を及ぼすことが確認されるとともに(Ertug et al., 

2013)、人、グループ、企業レベルでの信頼に対する研究アプローチに関する提言(Currall & Inkpen, 2002)も行

われている。 

こうしたことから、コンフリクトの軽減及び調整といった側面が IJV 研究では注目されている。しかしな

がら、他のクラスターと同様に、こうした点に主眼が置かれていない論文も含まれている。たとえば、IJVに

おけるパートナー数、契約の完全性、パートナーの協力の関係(Gong et al., 2007)、IJVの形成におけるパート

ナリング戦略と SMEの国際展開の関係(Lu & Beamish, 2006)、IJV設立に関する動機やそのパフォーマンスに

影響する要因(Idris & Tey, 2011)、IJVにおける株式所有の変化(Iriyama et al., 2014)、文化と IJVの存続の関係

(Tower et al., 2019)、IJVの内部化(Steensma et al., 2008)に関する検討がされている。なお、Nemeth & Nippa (2013)

は IJV研究のシステマティック・レビューの論文であったため、ここでの検討から除外する。 

 

Ⅳ ディスカッション 

 IJVの研究動向として、パフォーマンス、知識移転・学習、関係性、コンフリクトの軽減及び調整を浮かび

上がらせることができた。各クラスターの刊行年の平均値を踏まえると、パフォーマンスの議論から知識移

転、関係性、コンフリクトの軽減及び調整といったパートナー間や IJV と親会社との関係について焦点が移

っていると言える。こうした点が関ら(2023)で捉えることのできなかった 2008年以降の IJVの研究動向であ

ると言え、さらに、本研究の学術的貢献がここにあると考える。 

 しかしながら、クラスター1から 4の要素は、IJVではなく、JVにも当てはまる。IJV を検討するのであれ

ば、少なからず国際的な側面への注目が重要であると言える。実際、こうした側面にも注目されており、た

とえば、文化的相違(Barkema & Vermeulen, 1997; Evangelista & Hau, 2009; Liu et al., 2020; Meschi, 1997; Nguyen 

et al., 2016; Pothukuchi et al., 2002; Wong et al., 2018)、政策、政府の介入、政治的腐敗、政治的寛容さといった
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制度的相違(Brouthers & Bamossy, 1997; Dhanaraj & Beamish, 2009; Ma et al., 2015; Meschi, 2009)、国ごとの従業

員の意識や質(Zhang & Goffin, 1999)と IJV の関連を検討するものがある。とりわけ、国ごとの違いといった

比較的マクロな側面に焦点が当てられている。 

 その一方で、IJV研究においては組織・組織間の視座から、個人レベルの影響や重要性が指摘されている。

たとえば、IJVの経営者が起業家的であると、IJVが成長・発展しやすいことや(Lyles & Reger, 1993)、人材獲

得や暗黙知移転においては人間関係が重要であること(Mainela, 2007; Mainela & Puhakka, 2008)が指摘されて

いる。また、親会社による従業員のトレーニング、海外と現地マーケティング担当者のチームワーク、IJV従

業員の多様な国際経験と学習意欲は IJVの知識移転を促進すること(Evangelista & Hau, 2009; Lee et al., 2011; 

Park, 2010)、海外派遣者の配置と IJV のパフォーマンスは逆U 字型の関係があり、この関係が製品の関連性

により強化されること(Dutta & Beamish, 2013)、バウンダリースパナーが IJVのマネジメント経験がある場合

と長期間共に働いている場合にはコンフリクトが減少すること(Luo, 2009a)などが示されている。つまり、IJV

研究においては、個人といった比較的ミクロな側面も重要なのである。 

 しかしながら、国際と個人といった点を踏まえた IJV 研究はほとんどされていない。したがって、この点

が IJV 研究における議論が欠如しており、リサーチギャップとして残存していると言える。個人の国際性と

しては、たとえば、文化的知性(CQ)が挙げられる。これは「新たな文化的状況に効果的に適応するための個

人の能力」（Earley & Ang, 2003, p.59）のことを意味する。そして、CQは上記の関係性やコンフリクト軽減と

いった深い関連がある。具体的には、CQは、異文化間でのコミュニケーションを円滑化し(Bücker et al., 2014; 

Bücker & Korzilius, 2015; Presbitero, 2021)、異文化の人との良好な信頼関係の構築や(Afsar & Javed, 2021; Azab 

& Holmqvist, 2021)、知識の移転・共有を(Phookan & Sharma, 2021; Stoermer et al., 2021; Vlajcic et al., 2019)、促

進することが確認されている。さらには、CQ は、コンフリクト解決行動と文化的適応の関係を強化するこ

とや(Ayoko & Nicoli, 2021)、ネットワークや市場志向といった組織要因を介して企業の国際化を促進するこ

とが確認されている(曽我, 2025)。こうしたことから、IJV 領域における CQ からのアプローチは親和性が高

いと考えられる。しかしながら、CQ を視座とした IJV 研究は管見に触れる限りにおいては確認されず、類

似した研究領域では、CQ を視座とした国際アライアンスの研究が 1 件確認されたのみである(Pesch & 

Bouncken, 2018)。 

したがって、IJV研究のリサーチギャップを埋めるものとして、CQを視座とするものは適切であると考え

られる。 

 

Ⅴ むすびに 

 本研究では、IJV研究に関する分析及びサーベイの結果、パフォーマンス、知識移転・学習、関係性、コン

フリクトの軽減及び調整という 4つの研究潮流を確認することができた。近年においても組織間の関係等に

ついて着目された研究が実施され、多数の蓄積があるものの、国際的なコンテクストと個人レベルの視座を

組み合わせた研究が不十分であることがわかった。この点に、IJV 研究のリサーチギャップがあることが発

見された。また、この点に対して CQ の側面からの研究アプローチを提言することができた。CQ は知識移

転、関係性構築、コンフリクトの軽減及び調整に関する効果を有することから、IJV 領域における CQ から

のアプローチは、親和性が高いと考えられ、有用である。 

このように、本研究では、IJV の今後の研究として、CQを視座とするものを浮かび上がらせることができ

た。 
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注 

1 図表 1 と図表 3 においては、第一著者名と刊行年のみが記載されており、第二著者名以降の情報は省略さ

れている。 
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